
診療科別コース一覧 

（令和２年度 追加・変更分） 

 

 

 

基本領域 該当ページ 

内科 １ ～ １８ 

小児科 １９ ～ ２１ 

皮膚科 ２２ ～ ２３ 

外科 ２４ ～ ３２ 

整形外科 ３３ ～ ３４ 

産婦人科 ３５ ～ ３７ 

眼科 ３８ ～ ３９ 

耳鼻咽喉科 ４０ ～ ４１ 

泌尿器科 ４２ ～ ４３ 

麻酔科 ４４ ～ ４５ 

救急科 ４６ ～ ４７ 

リハビリテーション科 ４８ ～ ５０ 

総合診療科 ５１ ～ ５３ 

 

 

追加・変更内容 コース数 該当ページ 

新たに策定されたコース ８ 
５，６，２０，２３， 

２７，３６，４１，４７ 

非常勤の勤務を認めているコースへの変更 ２ ３，４ 

勤務が想定される医療機関の見直し等による変更 ３０ 上記以外 

計 ４０  

 

 

 

a.ymgch34
資料１－１



 

 

　　　　　診療科別コース一覧【内科】 

 

 

⃝ キャリア形成支援機関及び診療科別コース 

各診療科別コースは新プログラム向けに策定されています。旧プログラム選択者につ

いては、新プログラム向けの診療科別コースを参考にキャリア形成プランを作成します。 

 

千葉大学医学部付属病院 

 血液内科・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２ 

 腎臓内科・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３ 

アレルギー・膠原病内科・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４ 

 

新松戸中央総合病院 

内科・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５ 

 

成田赤十字病院 

内科・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６ 

 

医療法人鉄蕉会 亀田総合病院 

総合内科・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７ 

脳神経内科・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８ 

糖尿病内分泌内科・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９ 

消化器内科・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０ 

呼吸器内科・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１１ 

循環器内科・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１２ 

血液内科・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１３ 

腫瘍内科・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１４ 

腎臓内科・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１５ 

膠原病内科・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１６ 

感染症科・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１７ 

 

帝京大学ちば総合医療センター 

内科・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１８ 
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千葉大学医学部付属病院―内科―血液内科   

  
 

診療科別コース 
１ 概要 

 

２ 取得可能な資格、知識、経験等 
取得可能な資格、知識、経験等 備考（標準的な取得時期等） 

内科専門医 医師免許取得後６年目 
血液専門医 医師免許取得後７年目 
造血細胞移植学会 認定医 医師免許取得後７年目 
医学博士 医師免許取得後９年目 
  

 

３ キャリアパスのイメージ（想定就業例であり将来的な配置を約束するものではありません） 
 
 
 
 
 
 
※勤務先病院： 臨床研修病院群…キャリア形成プログラム【新プログラム】に定める県内の臨床研修病院 

Ａ…地域Ａ群、Ｂ…地域Ｂ群、Ｃ…県内病院群、猶予…県外での勤務等による猶予 
＊:4 年間程度，大学院にて医学研究を行い，博士号取得 

 

４ 勤務が想定される医療機関（将来的な配置を約束するものではありません） 
地域Ａ群 地域Ｂ群 県内病院群 

大網白里市立国保大網病院 松戸市立総合医療センター 
千葉労災病院 
千葉県済生会習志野病院 
船橋中央病院 
成田赤十字病院 
総合病院国保旭中央病院 
国保直営総合病院君津中央病院 
国際医療福祉大学成田病院 

千葉大学医学部附属病院 
千葉市立青葉病院 
千葉メディカルセンター 
井上記念病院 
千葉県がんセンター 

 

５ 診療科別コース管理者からのメッセージ 
近年の血液悪性疾患に関する研究および治療の進歩はめざましく、他の疾患分野に先駆けて実用化されてきた検
査法や治療法も数多く存在します。そのため、血液疾患の医療の発展に貢献できるような高いレベルの基礎研究、
臨床研究に力を入れており、ほとんどの医師が博士課程を選択しています。 
血液内科領域の研究は、基礎研究と臨床が近い位置関係にあり、基礎的研究成果を最も臨床の患者さんに還元で
きることのできる魅力的な分野の一つです。 
皆様と一緒に診療にあたることを楽しみにしております。 
 

 

（注意事項） 
 実際の勤務先等はその時点での診療科の事情や猶予期間（妊娠・出産・育児・介護等、学位取得や留学等）等

の影響を受けるため、上記の内容と異なる場合があります。 
 診療科別コースを選択した上で、診療科別コース管理者との相談等を通じて個別の事情を考慮したキャリア形成

プランを作成します（旧プログラム選択者についてもこの例を参考にキャリア形成プランを作成します）。 

 

診療科（基本領域） 内科－血液内科 

キ ャ リ ア 形 成 支 援 機 関 千葉大学医学部附属病院 

診 療 科 別 コ ー ス 管 理 者 
所 属  職  氏 名  

血液内科 
科長・診療教授 堺田惠美子 

問合せ先 

千葉大学医学部附属病院 血液内科 

〒260-8677 千葉市中央区亥鼻 1-8-1 

Tel 043-222-7171、FAX 043-226-2707 

コースの特長 

血液内科では、造血器悪性腫瘍の診断と化学療法を中心とし
た集学的治療や造血幹細胞移植行っております。本コースで
は、化学療法に習熟するとともに、患者の社会背景に目を向け
た全人的医療が実施できるようになることを目指しています。 

 

９年目６年目

C＊A＊ B＊

７年目 ８年目1年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目

連携 連携

専門研修（内科）

B＊ A＊
勤務先

病院※

状況

臨床研修病院群 C

臨床研修
基幹
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千葉大学医学部付属病院―内科―腎臓内科  

  
 

診療科別コース 
１ 概要 

 

２ 取得可能な資格、知識、経験等 
取得可能な資格、知識、経験等 備考（標準的な取得時期等） 

内科専門医 医師免許取得後６年目 
腎臓専門医 医師免許取得後７年目 
透析専門医 医師免許取得後７年目 
  
  

 

３ キャリアパスのイメージ（想定就業例であり将来的な配置を約束するものではありません） 
 
 
 
 
 
 
※勤務先病院： 臨床研修病院群…キャリア形成プログラム【新プログラム】に定める県内の臨床研修病院 

Ａ…地域Ａ群、Ｂ…地域Ｂ群、Ｃ…県内病院群、Ａ非…地域Ａ群非常勤での勤務、猶予…県外での勤務等による猶予 
* 猶予期間を利用して大学院進学も可 
  
 

 

４ 勤務が想定される医療機関（将来的な配置を約束するものではありません） 
地域Ａ群 地域Ｂ群 県内病院群 

千葉県循環器病センター 成田赤十字病院 
総合病院国保旭中央病院 
国保直営総合病院君津中央病院 

千葉大学医学部附属病院 
独立行政法人地域医療機能推進機構千葉病院 
独立行政法人国立病院機構千葉東病院  

※地域Ａ群における非常勤での勤務について 
想定される勤務シフト（週の勤務日数等） 
 県立循環器病センターでの週 1 日の非常勤での勤務を 5 年間（常勤換算方法：0.2 年×5＝1 年） 

 

５ 診療科別コース管理者からのメッセージ 
 関連病院を中心にかなり自由度の広い診療科別コースとなっているので、いろいろな病院で経験を積めます。 
 診療科別コース管理者を中心としたサポート体制が充実しています。 
 5 年目以降大学院入学や留学も想定しております。 

（注意事項） 
 実際の勤務先等はその時点での診療科の事情や猶予期間（妊娠・出産・育児・介護等、学位取得や留学等）等

の影響を受けるため、上記の内容と異なる場合があります。 
 診療科別コースを選択した上で、診療科別コース管理者との相談等を通じて個別の事情を考慮したキャリア形成

プランを作成します。 

診療科（基本領域） 内科―腎臓内科 

キ ャ リ ア 形 成 支 援 機 関 千葉大学医学部附属病院 

診 療 科 別 コ ー ス 管 理 者 
所 属  職  氏 名  

千葉大学医学部附属病院腎臓内科 
 科長 浅沼克彦 

問い合わせ先 
043-226-2021 

m_aizw@chiba-u.jp 
コースの特長  非常勤を組み合わせることで早期の学位取得も想定 

C＊、Ａ非 ＡＢ、Ａ非 B

７年目 ８年目 ９年目６年目1年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目

勤務先

病院※

状況

臨床研修病院群 C、Ａ非

臨床研修
基幹

専門研修（腎臓内科）

B、Ａ非 C＊、Ａ非

連携 連携
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千葉大学医学部附属病院―内科―アレルギー・膠原病内科  

  
 

診療科別コース 
１ 概要 

 

２ 取得可能な資格、知識、経験等 
取得可能な資格、知識、経験等 備考（標準的な取得時期等） 

内科専門医 医師免許取得後６年目 
アレルギー専門医 医師免許取得後９年目 
リウマチ専門医 医師免許取得後７年目 
医学博士 医師免許取得後８年目 
  

 

３ キャリアパスのイメージ（想定就業例であり将来的な配置を約束するものではありません） 
 
 
 
 
 
 
 
 
※勤務先病院： 臨床研修病院群…キャリア形成プログラム【新プログラム】に定める県内の臨床研修病院 

Ａ…地域Ａ群、Ｂ…地域Ｂ群、Ｃ…県内病院群、Ａ非…地域Ａ群非常勤での勤務、猶予…県外での勤務等による猶予  

        ＊3～4 年間、大学院にて医学研究を行い、博士号取得 

４ 勤務が想定される医療機関（将来的な配置を約束するものではありません） 
地域Ａ群 地域Ｂ群 県内病院群 

大網白里市立国保大網病院 
いすみ医療センター 
公立長生病院 
東千葉メディカルセンター 
君塚病院 
東庄町国民健康保険 東庄病院 
塩田病院 

松戸市立総合医療センター 
成田赤十字病院 
総合病院国保旭中央病院 
千葉県済生会習志野病院 
千葉労災病院 
国立病院機構下志津病院 
国保直営総合病院君津中央病院 
八千代リハビリテーション病院 
三和病院 
国際医療福祉大学成田病院 
九十九里ホーム病院 

千葉大学医学部附属病院 
千葉市立青葉病院 
千葉メディカルセンター 
 

※地域Ａ群における非常勤での勤務について 
想定される勤務シフト（週の勤務日数等） 
・ 大網病院、君塚病院等における週 1 日の非常勤での勤務を 5 年間（常勤換算方法：0.2 年×5＝1 年） 

 

５ 診療科別コース管理者からのメッセージ 
 関連病院を中心にかなり自由度の広い診療科別コースとなっているので、いろいろな病院で経験を積めます。 
 診療科別コース管理者を中心としたサポート体制が充実しています。 
 大学院進学により、博士号（医学博士）の取得が可能です。 
 猶予期間を組み合わせることで留学にも対応可能です。 

（注意事項） 
 実際の勤務先等はその時点での診療科の事情や猶予期間（妊娠・出産・育児・介護等、学位取得や留学等）等

の影響を受けるため、上記の内容と異なる場合があります。 
 診療科別コースを選択した上で、診療科別コース管理者との相談等を通じて個別の事情を考慮したキャリア形成

プランを作成します（旧プログラム選択者についてもこの例を参考にキャリア形成プランを作成します）。 

診療科（基本領域） 内科―アレルギー・膠原病内科 

キ ャ リ ア 形 成 支 援 機 関 千葉大学医学部附属病院 

診 療 科 別 コ ー ス 管 理 者 
所 属  職  氏 名  

アレルギー・膠原病内科 
科長・教授 中島裕史 

問合せ先 043-226-2198 
nakajimh@faculty.chiba-u.jp 

コースの特長 
非常勤を組み合わせることで義務年限内での勤務を想定 
大学院での学術研究により博士号取得可能 
専門分野に強い医療機関を中心に選択可能 

ＡＣ、Ｂ、Ａ非、＊

７年目 ８年目 ９年目

C、Ａ非、＊

６年目1年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目

勤務先

病院※

状況

臨床研修病院群 B

臨床研修
連携

専門研修（内科）

B、Ａ非

連携 基幹
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新松戸中央総合病院―内科 

  
 

診療科別コース 
１ 概要 

 

２ 取得可能な資格、知識、経験等 
取得可能な資格、知識、経験等 備考（標準的な取得時期等） 

内科専門医 医師免許取得後 6 年目 
消化器病専門医 医師免許取得後 7 年目～ 
消化器内視鏡専門医 医師免許取得後 7 年目～ 
肝臓専門医 医師免許取得後 7 年目～ 
膵臓専門医 医師免許取得後 7 年目～ 
胃腸科専門医 医師免許取得後 7 年目～ 
腎臓専門医 医師免許取得後 7 年目～ 
透析専門医 医師免許取得後 7 年目～ 
血液専門医 医師免許取得後 7 年目～ 
糖尿病専門医 医師免許取得後 7 年目～ 
循環器専門医 医師免許取得後 7 年目～ 
感染症専門医 医師免許取得後 7 年目～ 
がん治療認定医 医師免許取得後 6 年目～ 

 

３ キャリアパスのイメージ（想定就業例であり将来的な配置を約束するものではありません） 
 1 年目 2 年目 3 年目 4 年目 5 年目 6 年目 7 年目 8 年目 9 年目 

状況 臨床研修 
専門研修（内科）  

基幹 連携 基幹 
勤務先 
病院※ 臨床研修病院群 Ｂ Ｂ Ｂ Ａ・Ｂ 

※勤務先病院： 臨床研修病院群…キャリア形成プログラム【新プログラム】に定める県内の臨床研修病院 
Ａ…地域Ａ群、Ｂ…地域Ｂ群、Ｃ…県内病院群、猶予…県外での勤務等による猶予 

 

４ 勤務が想定される医療機関（将来的な配置を約束するものではありません） 
地域Ａ群 地域Ｂ群 県内病院群 

千葉県循環器病センター 松戸市立総合医療センター 
新松戸中央総合病院 
行徳総合病院 

 

 

５ 診療科別コース管理者からのメッセージ 
新松戸中央総合病院での専門研修は、希望に沿ったサブスペシャルティ連動研修をはじめ内科ジェネラリストを見
据えた総合内科研修や、各診療科でのローテート研修が可能です。 
サブスペシャルティ研修においては、複数領域（消化器、腎臓、血液、糖尿病、循環器等）より希望に沿った専門医
資格を目指すことが出来、研修期間中にはサブスペシャルティ研修に比重を置く期間を設けることで、最短期間で
の専門医資格の取得をサポートします。 
 

 

（注意事項） 
 実際の勤務先等はその時点での診療科の事情や猶予期間（妊娠・出産・育児・介護等、学位取得や留学等）等

の影響を受けるため、上記の内容と異なる場合があります。 
 診療科別コースを選択した上で、診療科別コース管理者との相談等を通じて個別の事情を考慮したキャリア形成

プランを作成します（旧プログラム選択者についてもこの例を参考にキャリア形成プランを作成します）。 

 

診療科（基本領域） 内科 

キ ャ リ ア 形 成 支 援 機 関 医療法人財団明理会 新松戸中央総合病院 

診 療 科 別 コ ー ス 管 理 者 
所 属  職  氏 名  

新松戸中央総合病院 内科 
副院長/内科統括部長 佐藤 英一 

問合せ先 
ＴＥＬ：047-345-1112 
ＭＡＩＬ：shinmatsudo.rike.smt@ims.gr.jp 

コースの特長 

内科専門医の取得と並行し、複数領域（消化器、腎臓、血液、糖
尿病。循環器等）からサブスペシャルティ専門研修の選択が可能
です。研修期間中にはサブスペシャルティ研修に比重を置く期間
を設け、最短期間での専門医取得を目指します。 
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成田赤十字病院―内科  

  
 

診療科別コース 
１ 概要 

 

２ 取得可能な資格、知識、経験等 
取得可能な資格、知識、経験等 備考（標準的な取得時期等） 

内科専門医 医師免許取得後６年目 
血液専門医 医師免許取得後７年目 
循環器専門医 医師免許取得後７年目 
リウマチ専門医 医師免許取得後７年目 
アレルギー専門医 医師免許取得後７年目 
腎臓専門医 医師免許取得後７年目 
透析専門医 医師免許取得後７年目 
糖尿病専門医 医師免許取得後７年目 
内分泌代謝科専門医 医師免許取得後７年目 
消化器病専門医 医師免許取得後７年目 
消化器内視鏡専門医 医師免許取得後７年目 
造血細胞移植認定医 医師免許取得後７年目 
日本心血管インターベンション学会認定医 医師免許取得後７年目 
がん薬物療法専門医 医師免許取得後８年目 
感染症専門医 医師免許取得後９年目 
不整脈専門医 医師免許取得後９年目 

 

３ キャリアパスのイメージ（想定就業例であり将来的な配置を約束するものではありません） 
 
 
 
 
 
 
 
※勤務先病院： 

 
臨床研修病院群…キャリア形成プログラム【新プログラム】に定める県内の臨床研修病院 
Ａ…地域Ａ群、Ｂ…地域Ｂ群、Ｃ…県内病院群、猶予…県外での勤務等による猶予 

 

４ 勤務が想定される医療機関（将来的な配置を約束するものではありません） 
地域Ａ群 地域Ｂ群 県内病院群 

国保多古中央病院 
千葉県立佐原病院 
香取おみがわ医療センター 

成田赤十字病院 
東邦大学医療センター佐倉病院 
東京女子医科大学付属八千代医療
センター 
 

千葉大学医学部附属病院 

 

５ 診療科別コース管理者からのメッセージ 
内科医としての目標は個人によって違います。その目標にあったキャリアパスを選べます。 
千葉大学の各医局に入局しながら、専門の道も可能ですし、地域医療への貢献を中心に据えることもできます。 
自由度の高いプログラムになっています。 

 

（注意事項） 
 実際の勤務先等はその時点での診療科の事情や猶予期間（妊娠・出産・育児・介護等、学位取得や留学等）等

の影響を受けるため、上記の内容と異なる場合があります。 
 診療科別コースを選択した上で、診療科別コース管理者との相談等を通じて個別の事情を考慮したキャリア形成

プランを作成します（旧プログラム選択者についてもこの例を参考にキャリア形成プランを作成します）。 

 

診療科（基本領域） 内科 

キ ャ リ ア 形 成 支 援 機 関 成田赤十字病院 

診 療 科 別 コ ー ス 管 理 者 
所 属  職  氏 名  

副院長 
青墳 信之 

問合せ先 aotsuka@naritasekijyuji.jp 

コースの特長 幅広い領域を経験しながら内科専門医を取得し、並行して多種
のサブスペシャリティー専門医を目指せるのが特長です。 

A A、B、C

９年目６年目 ７年目 ８年目1年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目

連携 基幹

専門研修（内科）

A B
勤務先

病院※

状況

臨床研修病院群 B

臨床研修
基幹
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                                     亀田総合病院―内科―総合内科 

  
 

診療科別コース 
１ 概要 

 

２ 取得可能な資格、知識、経験等 
取得可能な資格、知識、経験等 備考（標準的な取得時期等） 

内科専門医 医師免許取得後６年目 
医学博士 医師免許取得後９年目 

（県外の大学院の場合、猶予期間を利用） 
  
  
  

 

３ キャリアパスのイメージ（想定就業例であり将来的な配置を約束するものではありません） 
 
 
 
 
 
 
※勤務先病院： 臨床研修病院群…キャリア形成プログラム【新プログラム】に定める県内の臨床研修病院 

Ａ…地域Ａ群、Ｂ…地域Ｂ群、Ｃ…県内病院群、猶予…県外での勤務等による猶予 
＊:3〜4 年間，大学院にて医学研究を行い，博士号取得 

 

４ 勤務が想定される医療機関（将来的な配置を約束するものではありません） 
地域Ａ群 地域Ｂ群 県内病院群 

さんむ医療センター 
東陽病院 
千葉県立佐原病院 
国保多古中央病院 
香取おみがわ医療センター 
東庄町国民健康保険 東庄病院 
銚子市立病院 
国保匝瑳市民病院 
大網白里市立国保大網病院 
公立長生病院 
鋸南町国民健康保険鋸南病院 
南房総市立富山国保病院 
鴨川市立国保病院 
国保直営君津中央病院大佐和分院 
千葉県循環器病センター 

亀田総合病院 
国立がん研究センター東病院 
安房地域医療センター 
 

 
 
 

 

５ 診療科別コース管理者からのメッセージ 
亀田総合病院の後期研修プログラムは、「LOVE」というキーワードのもとで行われてきました。 
「LOVE」は、Learner-centered、Outcome-based、Variation、そして Excellence の頭文字をとったものです。 
・研修者のニーズやスタイルに合わせ、指導者と研修者がともにカリキュラムを考える。 
・形式だけの研修ではなく、研修のアウトカムを重視する。 
・個々人の多様性に合わせ、ヴァリエーションに富んだ研修を工夫する。 
・診療のあらゆる面で Clinical Excellence を継続的に追求する。 
「LOVE」というキーワードは、研修者と指導者が共に歩み、それぞれの研修医のよりよい研修を考え続けてきた、亀田の後期研
修の歴史を象徴しています。 
皆さんはひとりひとり、個性も強みも適性も異なり、将来めざす医師像も異なっています。また、社会において必要とされる医師像
も多様です。当院の内科専門医研修では、幅広く総合的な内科診療能力を高いレベルで修得するのはもちろん、皆さんの個性
や強みを伸ばすことを目標とし、一緒になって取り組んでいきたいと思います。 
 
※ 猶予期間を利用し、以下の県外施設で研修を行う可能性があります。 
国立循環器病研究センター、南相馬市立総合病院、森の里病院 

 

（注意事項） 
 実際の勤務先等はその時点での診療科の事情や猶予期間（妊娠・出産・育児・介護等、学位取得や留学等）等

の影響を受けるため、上記の内容と異なる場合があります。 
 診療科別コースを選択した上で、診療科別コース管理者との相談等を通じて個別の事情を考慮したキャリア形成

プランを作成します（旧プログラム選択者についてもこの例を参考にキャリア形成プランを作成します）。 

診療科（基本領域） 内科－総合内科 

キ ャ リ ア 形 成 支 援 機 関 医療法人鉄蕉会 亀田総合病院 

診 療 科 別 コ ー ス 管 理 者 
所 属  職  氏 名  

亀田総合病院  卒後研修センター長 
片多 史明 

問合せ先 
亀田総合病院 卒後研修センター 

kouki-kenshu@kameda.jp 

コースの特長 

・ひとりひとりのキャリアプランを尊重し、研修中のライフイベントに
も柔軟に対応する、自由度の高い個別プログラムです。 
・身分保障がしっかりしており、安心して研修に専念できます。 
・充実した指導体制のもとで、向上心に溢れた多くの同期（自科・
他科）とともに、楽しみながら知識・技術の研鑽が可能です。 

B＊ A＊

７年目 ８年目

専門研修 （内科）

基幹 基幹 連携

３年目 ４年目 ５年目 ９年目６年目

Ａ、B
勤務先
病院※

状況

臨床研修病院群

臨床研修

1年目 ２年目
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                            亀田総合病院―内科―脳神経内科 

  
 

診療科別コース 
１ 概要 

 

２ 取得可能な資格、知識、経験等 
取得可能な資格、知識、経験等 備考（標準的な取得時期等） 

内科専門医 医師免許取得後６年目 
神経内科専門医 医師免許取得後７年目 
脳卒中学会専門医 医師免許取得後６年目 
頭痛学会専門医 医師免許取得後８年目 
医学博士 医師免許取得後９年目 

（県外の大学院の場合、猶予期間を利用） 

 

３ キャリアパスのイメージ（想定就業例であり将来的な配置を約束するものではありません） 
 
 
 
 
 
 
※勤務先病院： 臨床研修病院群…キャリア形成プログラム【新プログラム】に定める県内の臨床研修病院 

Ａ…地域Ａ群、Ｂ…地域Ｂ群、Ｃ…県内病院群、猶予…県外での勤務等による猶予 
＊:3〜4 年間，大学院にて医学研究を行い，博士号取得 

 

４ 勤務が想定される医療機関（将来的な配置を約束するものではありません） 
地域Ａ群 地域Ｂ群 県内病院群 

さんむ医療センター 
東陽病院 
千葉県立佐原病院 
国保多古中央病院 
東庄町国民健康保険 東庄病院 
銚子市立病院 
国保匝瑳市民病院 
大網白里市立国保大網病院 
公立長生病院 
鋸南町国民健康保険鋸南病院 
南房総市立富山国保病院 
鴨川市立国保病院 
国保直営君津中央病院大佐和分院 
千葉県循環器病センター 

亀田総合病院 
国立がん研究センター東病院 
安房地域医療センター 
 

 

 

５ 診療科別コース管理者からのメッセージ 
亀田総合病院の後期研修プログラムは、「LOVE」というキーワードのもとで行われてきました。 
 
「LOVE」は、Learner-centered、Outcome-based、Variation、そして Excellence の頭文字をとったものです。 
・研修者のニーズやスタイルに合わせ、指導者と研修者がともにカリキュラムを考える。 
・形式だけの研修ではなく、研修のアウトカムを重視する。 
・個々人の多様性に合わせ、ヴァリエーションに富んだ研修を工夫する。 
・診療のあらゆる面で Clinical Excellence を継続的に追求する。 
 
「LOVE」というキーワードは、研修者と指導者が共に歩み、それぞれの研修医のよりよい研修を考え続けてきた、亀田の後期研
修の歴史を象徴しています。 
 
皆さんはひとりひとり、個性も強みも適性も異なり、将来めざす医師像も異なっています。また、社会において必要とされる医師像
も多様です。当院の内科専門医研修では、幅広く総合的な内科診療能力を高いレベルで修得するのはもちろん、皆さんの個性
や強みを伸ばすことを目標とし、一緒になって取り組んでいきたいと思います。 
 
※ 猶予期間を利用し、以下の県外施設で研修を行う可能性があります。 
国立循環器病研究センター、南相馬市立総合病院、森の里病院 

（注意事項） 
 実際の勤務先等はその時点での診療科の事情や猶予期間（妊娠・出産・育児・介護等、学位取得や留学等）等

の影響を受けるため、上記の内容と異なる場合があります。 
 診療科別コースを選択した上で、診療科別コース管理者との相談等を通じて個別の事情を考慮したキャリア形成

プランを作成します（旧プログラム選択者についてもこの例を参考にキャリア形成プランを作成します）。 

診療科（基本領域） 内科－脳神経内科 

キ ャ リ ア 形 成 支 援 機 関 医療法人鉄蕉会 亀田総合病院 

診 療 科 別 コ ー ス 管 理 者 
所 属  職  氏 名  

亀田総合病院  卒後研修センター長 
片多 史明 

問合せ先 
亀田総合病院 卒後研修センター 

kouki-kenshu@kameda.jp 

コースの特長 

・ひとりひとりのキャリアプランを尊重し、研修中のライフイベントに
も柔軟に対応する、自由度の高い個別プログラムです。 
・身分保障がしっかりしており、安心して研修に専念できます。 
・充実した指導体制のもとで、向上心に溢れた多くの同期（自科・
他科）とともに、楽しみながら知識・技術の研鑽が可能です。 

B＊ A＊

７年目 ８年目

専門研修 （内科）

基幹 基幹 連携

３年目 ４年目 ５年目 ９年目６年目

Ａ、B
勤務先
病院※

状況

臨床研修病院群

臨床研修

1年目 ２年目
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                       亀田総合病院―内科―糖尿病内分泌内科 

  
 

診療科別コース 
１ 概要 

 

２ 取得可能な資格、知識、経験等 
取得可能な資格、知識、経験等 備考（標準的な取得時期等） 

内科専門医 医師免許取得後６年目 
内分泌代謝科専門医 医師免許取得後９年目 
糖尿病専門医 医師免許取得後７年目 
医学博士 医師免許取得後９年目 

（県外の大学院の場合、猶予期間を利用） 
  

 

３ キャリアパスのイメージ（想定就業例であり将来的な配置を約束するものではありません） 
 
 
 
 
 
 
※勤務先病院： 臨床研修病院群…キャリア形成プログラム【新プログラム】に定める県内の臨床研修病院 

Ａ…地域Ａ群、Ｂ…地域Ｂ群、Ｃ…県内病院群、猶予…県外での勤務等による猶予 
＊:3〜4 年間，大学院にて医学研究を行い，博士号取得 

 

４ 勤務が想定される医療機関（将来的な配置を約束するものではありません） 
地域Ａ群 地域Ｂ群 県内病院群 

さんむ医療センター 
いすみ医療センター 
東陽病院 
千葉県立佐原病院 
国保多古中央病院 
香取おみがわ医療センター 
東庄町国民健康保険 東庄病院 
銚子市立病院 
国保匝瑳市民病院 
大網白里市立国保大網病院 
公立長生病院 
鋸南町国民健康保険鋸南病院 
南房総市立富山国保病院 
鴨川市立国保病院 
国保直営君津中央病院大佐和分院 

亀田総合病院 
国立がん研究センター東病院 
安房地域医療センター 
 

 
 
 

 

５ 診療科別コース管理者からのメッセージ 
亀田総合病院の後期研修プログラムは、「LOVE」というキーワードのもとで行われてきました。 
「LOVE」は、Learner-centered、Outcome-based、Variation、そして Excellence の頭文字をとったものです。 
・研修者のニーズやスタイルに合わせ、指導者と研修者がともにカリキュラムを考える。 
・形式だけの研修ではなく、研修のアウトカムを重視する。 
・個々人の多様性に合わせ、ヴァリエーションに富んだ研修を工夫する。 
・診療のあらゆる面で Clinical Excellence を継続的に追求する。 
「LOVE」というキーワードは、研修者と指導者が共に歩み、それぞれの研修医のよりよい研修を考え続けてきた、亀田の後期研
修の歴史を象徴しています。 
皆さんはひとりひとり、個性も強みも適性も異なり、将来めざす医師像も異なっています。また、社会において必要とされる医師像
も多様です。当院の内科専門医研修では、幅広く総合的な内科診療能力を高いレベルで修得するのはもちろん、皆さんの個性
や強みを伸ばすことを目標とし、一緒になって取り組んでいきたいと思います。 
 
※ 猶予期間を利用し、以下の県外施設で研修を行う可能性があります 
国立循環器病研究センター、南相馬市立総合病院、森の里病院 

 

（注意事項） 
 実際の勤務先等はその時点での診療科の事情や猶予期間（妊娠・出産・育児・介護等、学位取得や留学等）等

の影響を受けるため、上記の内容と異なる場合があります。 
 診療科別コースを選択した上で、診療科別コース管理者との相談等を通じて個別の事情を考慮したキャリア形成

プランを作成します（旧プログラム選択者についてもこの例を参考にキャリア形成プランを作成します）。 

診療科（基本領域） 内科－糖尿病内分泌内科 

キ ャ リ ア 形 成 支 援 機 関 医療法人鉄蕉会 亀田総合病院 

診 療 科 別 コ ー ス 管 理 者 
所 属  職  氏 名  

亀田総合病院  卒後研修センター長 
片多 史明 

問合せ先 
亀田総合病院 卒後研修センター 

kouki-kenshu@kameda.jp 

コースの特長 

・ひとりひとりのキャリアプランを尊重し、研修中のライフイベントに
も柔軟に対応する、自由度の高い個別プログラムです。 
・身分保障がしっかりしており、安心して研修に専念できます。 
・充実した指導体制のもとで、向上心に溢れた多くの同期（自科・
他科）とともに、楽しみながら知識・技術の研鑽が可能です。 

勤務先

病院※

状況

臨床研修病院群

臨床研修

1年目 ２年目

B＊ A＊

７年目 ８年目

専門研修 （内科）

基幹 基幹 連携

３年目 ４年目 ５年目 ９年目６年目

Ａ、B
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                            亀田総合病院―内科―消化器内科 

  
 

診療科別コース 
１ 概要 

 

２ 取得可能な資格、知識、経験等 
取得可能な資格、知識、経験等 備考（標準的な取得時期等） 

内科専門医 医師免許取得後６年目 
消化器病専門医 医師免許取得後７年目 
消化器内視鏡専門医 医師免許取得後７年目 
医学博士 医師免許取得後９年目 

（県外の大学院の場合、猶予期間を利用） 
  

 

３ キャリアパスのイメージ（想定就業例であり将来的な配置を約束するものではありません）） 
 
 
 
 
 
※勤務先病院： 臨床研修病院群…キャリア形成プログラム【新プログラム】に定める県内の臨床研修病院 

Ａ…地域Ａ群、Ｂ…地域Ｂ群、Ｃ…県内病院群、猶予…県外での勤務等による猶予 
＊:3〜4 年間，大学院にて医学研究を行い，博士号取得 

 

４ 勤務が想定される医療機関（将来的な配置を約束するものではありません） 
地域Ａ群 地域Ｂ群 県内病院群 

さんむ医療センター 
東陽病院 
千葉県立佐原病院 
国保多古中央病院 
香取おみがわ医療センター 
東庄町国民健康保険 東庄病院 
銚子市立病院 
国保匝瑳市民病院 
大網白里市立国保大網病院 
公立長生病院 
鋸南町国民健康保険鋸南病院 
南房総市立富山国保病院 
鴨川市立国保病院 
国保直営君津中央病院大佐和分院 

亀田総合病院 
国立がん研究センター東病院 
安房地域医療センター 
 

 
 
 
 

 

５ 診療科別コース管理者からのメッセージ 
亀田総合病院の後期研修プログラムは、「LOVE」というキーワードのもとで行われてきました。 
「LOVE」は、Learner-centered、Outcome-based、Variation、そして Excellence の頭文字をとったものです。 
・研修者のニーズやスタイルに合わせ、指導者と研修者がともにカリキュラムを考える。 
・形式だけの研修ではなく、研修のアウトカムを重視する。 
・個々人の多様性に合わせ、ヴァリエーションに富んだ研修を工夫する。 
・診療のあらゆる面で Clinical Excellence を継続的に追求する。 
「LOVE」というキーワードは、研修者と指導者が共に歩み、それぞれの研修医のよりよい研修を考え続けてきた、亀田の後期研
修の歴史を象徴しています。 
皆さんはひとりひとり、個性も強みも適性も異なり、将来めざす医師像も異なっています。また、社会において必要とされる医師像
も多様です。当院の内科専門医研修では、幅広く総合的な内科診療能力を高いレベルで修得するのはもちろん、皆さんの個性
や強みを伸ばすことを目標とし、一緒になって取り組んでいきたいと思います。 
 
※ 猶予期間を利用し、以下の県外施設で研修を行う可能性があります。 
国立循環器病研究センター、南相馬市立総合病院、森の里病院 

 

（注意事項） 
 実際の勤務先等はその時点での診療科の事情や猶予期間（妊娠・出産・育児・介護等、学位取得や留学等）等

の影響を受けるため、上記の内容と異なる場合があります。 
 診療科別コースを選択した上で、診療科別コース管理者との相談等を通じて個別の事情を考慮したキャリア形成

プランを作成します（旧プログラム選択者についてもこの例を参考にキャリア形成プランを作成します）。 

診療科（基本領域） 内科－消化器内科 

キ ャ リ ア 形 成 支 援 機 関 医療法人鉄蕉会 亀田総合病院 

診 療 科 別 コ ー ス 管 理 者 
所 属  職  氏 名  

亀田総合病院  卒後研修センター長 
片多 史明 

問合せ先 
亀田総合病院 卒後研修センター 

kouki-kenshu@kameda.jp 

コースの特長 

・ひとりひとりのキャリアプランを尊重し、研修中のライフイベントに
も柔軟に対応する、自由度の高い個別プログラムです。 
・身分保障がしっかりしており、安心して研修に専念できます。 
・充実した指導体制のもとで、向上心に溢れた多くの同期（自科・
他科）とともに、楽しみながら知識・技術の研鑽が可能です。 

B＊ A＊

７年目 ８年目

専門研修 （内科）

基幹 基幹 連携

３年目 ４年目 ５年目 ９年目６年目

Ａ、B
勤務先

病院※

状況

臨床研修病院群

臨床研修

1年目 ２年目
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                            亀田総合病院―内科―呼吸器内科 

  
 

診療科別コース 
１ 概要 

 

２ 取得可能な資格、知識、経験等 
取得可能な資格、知識、経験等 備考（標準的な取得時期等） 

内科専門医 医師免許取得後６年目 
呼吸器専門医 医師免許取得後７年目 
医学博士 医師免許取得後９年目 

（県外の大学院の場合、猶予期間を利用） 
  
  

 

３ キャリアパスのイメージ（想定就業例であり将来的な配置を約束するものではありません） 
 
 
 
 
 
 
※勤務先病院： 臨床研修病院群…キャリア形成プログラム【新プログラム】に定める県内の臨床研修病院 

Ａ…地域Ａ群、Ｂ…地域Ｂ群、Ｃ…県内病院群、猶予…県外での勤務等による猶予 
＊:3〜4 年間，大学院にて医学研究を行い，博士号取得 

 

４ 勤務が想定される医療機関（将来的な配置を約束するものではありません） 
地域Ａ群 地域Ｂ群 県内病院群 

さんむ医療センター 
東陽病院 
千葉県立佐原病院 
国保多古中央病院 
東庄町国民健康保険 東庄病院 
銚子市立病院 
国保匝瑳市民病院 
大網白里市立国保大網病院 
公立長生病院 
鋸南町国民健康保険鋸南病院 
南房総市立富山国保病院 
鴨川市立国保病院 
国保直営君津中央病院大佐和分院 

亀田総合病院 
国立がん研究センター東病院 
安房地域医療センター 
 

 
 
 

 

５ 診療科別コース管理者からのメッセージ 
亀田総合病院の後期研修プログラムは、「LOVE」というキーワードのもとで行われてきました。 
 
「LOVE」は、Learner-centered、Outcome-based、Variation、そして Excellence の頭文字をとったものです。 
・研修者のニーズやスタイルに合わせ、指導者と研修者がともにカリキュラムを考える。 
・形式だけの研修ではなく、研修のアウトカムを重視する。 
・個々人の多様性に合わせ、ヴァリエーションに富んだ研修を工夫する。 
・診療のあらゆる面で Clinical Excellence を継続的に追求する。 
 
「LOVE」というキーワードは、研修者と指導者が共に歩み、それぞれの研修医のよりよい研修を考え続けてきた、亀
田の後期研修の歴史を象徴しています。 
 
皆さんはひとりひとり、個性も強みも適性も異なり、将来めざす医師像も異なっています。また、社会において必要と
される医師像も多様です。当院の内科専門医研修では、幅広く総合的な内科診療能力を高いレベルで修得するの
はもちろん、皆さんの個性や強みを伸ばすことを目標とし、一緒になって取り組んでいきたいと思います。 
 
※猶予期間を利用し、以下の県外施設で研修を行う可能性があります。 
国立循環器病研究センター、南相馬市立総合病院、森の里病院 

（注意事項） 
 実際の勤務先等はその時点での診療科の事情や猶予期間（妊娠・出産・育児・介護等、学位取得や留学等）等

の影響を受けるため、上記の内容と異なる場合があります。 
 診療科別コースを選択した上で、診療科別コース管理者との相談等を通じて個別の事情を考慮したキャリア形成

プランを作成します（旧プログラム選択者についてもこの例を参考にキャリア形成プランを作成します）。 

診療科（基本領域） 内科－呼吸器内科 

キ ャ リ ア 形 成 支 援 機 関 医療法人鉄蕉会 亀田総合病院 

診 療 科 別 コ ー ス 管 理 者 
所 属  職  氏 名  

亀田総合病院  卒後研修センター長 
片多 史明 

問合せ先 
亀田総合病院 卒後研修センター 

kouki-kenshu@kameda.jp 

コースの特長 

・ひとりひとりのキャリアプランを尊重し、研修中のライフイベントに
も柔軟に対応する、自由度の高い個別プログラムです。 
・身分保障がしっかりしており、安心して研修に専念できます。 
・充実した指導体制のもとで、向上心に溢れた多くの同期（自科・
他科）とともに、楽しみながら知識・技術の研鑽が可能です。 

B＊ A＊

７年目 ８年目

専門研修 （内科）

基幹 基幹 連携

３年目 ４年目 ５年目 ９年目６年目

Ａ、B
勤務先
病院※

状況

臨床研修病院群

臨床研修

1年目 ２年目
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                            亀田総合病院―内科―循環器内科 

  
 

診療科別コース 
１ 概要 

 

２ 取得可能な資格、知識、経験等 
取得可能な資格、知識、経験等 備考（標準的な取得時期等） 

内科専門医 医師免許取得後６年目 
循環器専門医 医師免許取得後７年目 
日本心血管インターベンション治療学会認定医 医師免許取得後６年目 
医学博士 医師免許取得後９年目 

（県外の大学院の場合、猶予期間を利用） 
  

 

３ キャリアパスのイメージ（想定就業例であり将来的な配置を約束するものではありません） 
 
 
 
 
 
 
※勤務先病院： 臨床研修病院群…キャリア形成プログラム【新プログラム】に定める県内の臨床研修病院 

Ａ…地域Ａ群、Ｂ…地域Ｂ群、Ｃ…県内病院群、猶予…県外での勤務等による猶予 
＊:3〜4 年間，大学院にて医学研究を行い，博士号取得 

 

４ 勤務が想定される医療機関（将来的な配置を約束するものではありません） 
地域Ａ群 地域Ｂ群 県内病院群 

さんむ医療センター 
東陽病院 
千葉県立佐原病院 
国保多古中央病院 
香取おみがわ医療センター 
東庄町国民健康保険 東庄病院 
銚子市立病院 
国保匝瑳市民病院 
大網白里市立国保大網病院 
公立長生病院 
鋸南町国民健康保険鋸南病院 
南房総市立富山国保病院 
鴨川市立国保病院 
国保直営君津中央病院大佐和分院 
千葉県循環器病センター 

亀田総合病院 
国立がん研究センター東病院 
安房地域医療センター 
 

 
 
 

 

５ 診療科別コース管理者からのメッセージ 
亀田総合病院の後期研修プログラムは、「LOVE」というキーワードのもとで行われてきました。 
「LOVE」は、Learner-centered、Outcome-based、Variation、そして Excellence の頭文字をとったものです。 
・研修者のニーズやスタイルに合わせ、指導者と研修者がともにカリキュラムを考える。 
・形式だけの研修ではなく、研修のアウトカムを重視する。 
・個々人の多様性に合わせ、ヴァリエーションに富んだ研修を工夫する。 
・診療のあらゆる面で Clinical Excellence を継続的に追求する。 
「LOVE」というキーワードは、研修者と指導者が共に歩み、それぞれの研修医のよりよい研修を考え続けてきた、亀田の後期研
修の歴史を象徴しています。 
皆さんはひとりひとり、個性も強みも適性も異なり、将来めざす医師像も異なっています。また、社会において必要とされる医師像
も多様です。当院の内科専門医研修では、幅広く総合的な内科診療能力を高いレベルで修得するのはもちろん、皆さんの個性
や強みを伸ばすことを目標とし、一緒になって取り組んでいきたいと思います。 
 
※ 猶予期間を利用し、以下の県外施設で研修を行う可能性があります 
国立循環器病研究センター、南相馬市立総合病院、森の里病院 

（注意事項） 
 実際の勤務先等はその時点での診療科の事情や猶予期間（妊娠・出産・育児・介護等、学位取得や留学等）等

の影響を受けるため、上記の内容と異なる場合があります。 
 診療科別コースを選択した上で、診療科別コース管理者との相談等を通じて個別の事情を考慮したキャリア形成

プランを作成します（旧プログラム選択者についてもこの例を参考にキャリア形成プランを作成します）。 

診療科（基本領域） 内科－循環器内科 

キ ャ リ ア 形 成 支 援 機 関 医療法人鉄蕉会 亀田総合病院 

診 療 科 別 コ ー ス 管 理 者 
所 属  職  氏 名  

亀田総合病院  卒後研修センター長 
片多 史明 

問合せ先 
亀田総合病院 卒後研修センター 

kouki-kenshu@kameda.jp 

コースの特長 

・ひとりひとりのキャリアプランを尊重し、研修中のライフイベントに
も柔軟に対応する、自由度の高い個別プログラムです。 
・身分保障がしっかりしており、安心して研修に専念できます。 
・充実した指導体制のもとで、向上心に溢れた多くの同期（自科・
他科）とともに、楽しみながら知識・技術の研鑽が可能です。 

勤務先
病院※

状況

臨床研修病院群

臨床研修

1年目 ２年目

B＊ A＊

７年目 ８年目

専門研修 （内科）

基幹 基幹 連携

３年目 ４年目 ５年目 ９年目６年目

Ａ、B
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                              亀田総合病院―内科―血液内科 

  
 

診療科別コース 
１ 概要 

 

２ 取得可能な資格、知識、経験等 
取得可能な資格、知識、経験等 備考（標準的な取得時期等） 

内科専門医 医師免許取得後６年目 
血液専門医 医師免許取得後７年目 
医学博士 医師免許取得後９年目 

（県外の大学院の場合、猶予期間を利用） 
  
  

 

３ キャリアパスのイメージ（想定就業例であり将来的な配置を約束するものではありません） 
 
 
 
 
 
  
※勤務先病院： 臨床研修病院群…キャリア形成プログラム【新プログラム】に定める県内の臨床研修病院 

Ａ…地域Ａ群、Ｂ…地域Ｂ群、Ｃ…県内病院群、猶予…県外での勤務等による猶予 
＊:3〜4 年間，大学院にて医学研究を行い，博士号取得 

 

４ 勤務が想定される医療機関（将来的な配置を約束するものではありません） 
地域Ａ群 地域Ｂ群 県内病院群 

さんむ医療センター 
東陽病院 
千葉県立佐原病院 
国保多古中央病院 
東庄町国民健康保険 東庄病院 
銚子市立病院 
国保匝瑳市民病院 
大網白里市立国保大網病院 
公立長生病院 
鋸南町国民健康保険鋸南病院 
南房総市立富山国保病院 
鴨川市立国保病院 
国保直営君津中央病院大佐和分院 

亀田総合病院 
国立がん研究センター東病院 
安房地域医療センター 
 

 
 
 
 

 

５ 診療科別コース管理者からのメッセージ 
亀田総合病院の後期研修プログラムは、「LOVE」というキーワードのもとで行われてきました。 
 
「LOVE」は、Learner-centered、Outcome-based、Variation、そして Excellence の頭文字をとったものです。 
・研修者のニーズやスタイルに合わせ、指導者と研修者がともにカリキュラムを考える。 
・形式だけの研修ではなく、研修のアウトカムを重視する。 
・個々人の多様性に合わせ、ヴァリエーションに富んだ研修を工夫する。 
・診療のあらゆる面で Clinical Excellence を継続的に追求する。 
 
「LOVE」というキーワードは、研修者と指導者が共に歩み、それぞれの研修医のよりよい研修を考え続けてきた、亀田の後期研
修の歴史を象徴しています。 
 
皆さんはひとりひとり、個性も強みも適性も異なり、将来めざす医師像も異なっています。また、社会において必要とされる医師像
も多様です。当院の内科専門医研修では、幅広く総合的な内科診療能力を高いレベルで修得するのはもちろん、皆さんの個性
や強みを伸ばすことを目標とし、一緒になって取り組んでいきたいと思います。 
 
※ 猶予期間を利用し、以下の県外施設で研修を行う可能性があります。 
国立循環器病研究センター、南相馬市立総合病院、森の里病院 

（注意事項） 
 実際の勤務先等はその時点での診療科の事情や猶予期間（妊娠・出産・育児・介護等、学位取得や留学等）等

の影響を受けるため、上記の内容と異なる場合があります。 
 診療科別コースを選択した上で、診療科別コース管理者との相談等を通じて個別の事情を考慮したキャリア形成

プランを作成します（旧プログラム選択者についてもこの例を参考にキャリア形成プランを作成します）。 

診療科（基本領域） 内科－血液内科 

キ ャ リ ア 形 成 支 援 機 関 医療法人鉄蕉会 亀田総合病院 

診 療 科 別 コ ー ス 管 理 者 
所 属  職  氏 名  

亀田総合病院  卒後研修センター長 
片多 史明 

問合せ先 
亀田総合病院 卒後研修センター 

kouki-kenshu@kameda.jp 

コースの特長 

・ひとりひとりのキャリアプランを尊重し、研修中のライフイベントに
も柔軟に対応する、自由度の高い個別プログラムです。 
・身分保障がしっかりしており、安心して研修に専念できます。 
・充実した指導体制のもとで、向上心に溢れた多くの同期（自科・
他科）とともに、楽しみながら知識・技術の研鑽が可能です。 

B＊ A＊

７年目 ８年目

専門研修 （内科）

基幹 基幹 連携

３年目 ４年目 ５年目 ９年目６年目

Ａ、B
勤務先
病院※

状況

臨床研修病院群

臨床研修

1年目 ２年目
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                              亀田総合病院―内科―腫瘍内科 

  
 

診療科別コース 
１ 概要 

 

２ 取得可能な資格、知識、経験等 
取得可能な資格、知識、経験等 備考（標準的な取得時期等） 

内科専門医 医師免許取得後６年目 
がん薬物療法専門医 医師免許取得後８年目 
医学博士 医師免許取得後９年目 

（県外の大学院の場合、猶予期間を利用） 
  
  

 

３ キャリアパスのイメージ（想定就業例であり将来的な配置を約束するものではありません） 
 
 
 
 
 
 
※勤務先病院： 臨床研修病院群…キャリア形成プログラム【新プログラム】に定める県内の臨床研修病院 

Ａ…地域Ａ群、Ｂ…地域Ｂ群、Ｃ…県内病院群、猶予…県外での勤務等による猶予 
＊:3〜4 年間，大学院にて医学研究を行い，博士号取得 

 

４ 勤務が想定される医療機関（将来的な配置を約束するものではありません） 
地域Ａ群 地域Ｂ群 県内病院群 

さんむ医療センター 
東陽病院 
千葉県立佐原病院 
国保多古中央病院 
東庄町国民健康保険 東庄病院 
銚子市立病院 
国保匝瑳市民病院 
大網白里市立国保大網病院 
公立長生病院 
鋸南町国民健康保険鋸南病院 
南房総市立富山国保病院 
鴨川市立国保病院 
国保直営君津中央病院大佐和分院 

亀田総合病院 
国立がん研究センター東病院 
安房地域医療センター 
 

 
 
 

 

５ 診療科別コース管理者からのメッセージ 
亀田総合病院の後期研修プログラムは、「LOVE」というキーワードのもとで行われてきました。 
 
「LOVE」は、Learner-centered、Outcome-based、Variation、そして Excellence の頭文字をとったものです。 
・研修者のニーズやスタイルに合わせ、指導者と研修者がともにカリキュラムを考える。 
・形式だけの研修ではなく、研修のアウトカムを重視する。 
・個々人の多様性に合わせ、ヴァリエーションに富んだ研修を工夫する。 
・診療のあらゆる面で Clinical Excellence を継続的に追求する。 
 
「LOVE」というキーワードは、研修者と指導者が共に歩み、それぞれの研修医のよりよい研修を考え続けてきた、亀田の後期研
修の歴史を象徴しています。 
 
皆さんはひとりひとり、個性も強みも適性も異なり、将来めざす医師像も異なっています。また、社会において必要とされる医師像
も多様です。当院の内科専門医研修では、幅広く総合的な内科診療能力を高いレベルで修得するのはもちろん、皆さんの個性
や強みを伸ばすことを目標とし、一緒になって取り組んでいきたいと思います。 
 
※ 猶予期間を利用し、以下の県外施設で研修を行う可能性があります。 
国立循環器病研究センター、南相馬市立総合病院、森の里病院 

（注意事項） 
 実際の勤務先等はその時点での診療科の事情や猶予期間（妊娠・出産・育児・介護等、学位取得や留学等）等

の影響を受けるため、上記の内容と異なる場合があります。 
 診療科別コースを選択した上で、診療科別コース管理者との相談等を通じて個別の事情を考慮したキャリア形成

プランを作成します（旧プログラム選択者についてもこの例を参考にキャリア形成プランを作成します）。 

診療科（基本領域） 内科－腫瘍内科 

キ ャ リ ア 形 成 支 援 機 関 医療法人鉄蕉会 亀田総合病院 

診 療 科 別 コ ー ス 管 理 者 
所 属  職  氏 名  

亀田総合病院  卒後研修センター長 
片多 史明 

問合せ先 
亀田総合病院 卒後研修センター 

kouki-kenshu@kameda.jp 

コースの特長 

・ひとりひとりのキャリアプランを尊重し、研修中のライフイベントに
も柔軟に対応する、自由度の高い個別プログラムです。 
・身分保障がしっかりしており、安心して研修に専念できます。 
・充実した指導体制のもとで、向上心に溢れた多くの同期（自科・
他科）とともに、楽しみながら知識・技術の研鑽が可能です。 

B＊ A＊

７年目 ８年目

専門研修 （内科）

基幹 基幹 連携

３年目 ４年目 ５年目 ９年目６年目

Ａ、B
勤務先
病院※

状況

臨床研修病院群

臨床研修

1年目 ２年目
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                              亀田総合病院―内科―腎臓内科 

  
 

診療科別コース 
１ 概要 

 

２ 取得可能な資格、知識、経験等 
取得可能な資格、知識、経験等 備考（標準的な取得時期等） 

内科専門医 医師免許取得後６年目 
腎臓専門医 医師免許取得後７年目 
透析専門医 医師免許取得後６年目 
高血圧専門医 医師免許取得後７年目 
医学博士 医師免許取得後９年目 

（県外の大学院の場合、猶予期間を利用） 

 

３ キャリアパスのイメージ（想定就業例であり将来的な配置を約束するものではありません） 
 
 
 
 
 
 
※勤務先病院： 臨床研修病院群…キャリア形成プログラム【新プログラム】に定める県内の臨床研修病院 

Ａ…地域Ａ群、Ｂ…地域Ｂ群、Ｃ…県内病院群、猶予…県外での勤務等による猶予 
＊:3〜4 年間，大学院にて医学研究を行い，博士号取得 

 

４ 勤務が想定される医療機関（将来的な配置を約束するものではありません） 
地域Ａ群 地域Ｂ群 県内病院群 

さんむ医療センター 
東陽病院 
国保多古中央病院 
香取おみがわ医療センター 
東庄町国民健康保険 東庄病院 
銚子市立病院 
国保匝瑳市民病院 
大網白里市立国保大網病院 
公立長生病院 
鋸南町国民健康保険鋸南病院 
南房総市立富山国保病院 
鴨川市立国保病院 
国保直営君津中央病院大佐和分院 

亀田総合病院 
国立がん研究センター東病院 
安房地域医療センター 
 

 
 
 
 

 

５ 診療科別コース管理者からのメッセージ 
亀田総合病院の後期研修プログラムは、「LOVE」というキーワードのもとで行われてきました。 
 
「LOVE」は、Learner-centered、Outcome-based、Variation、そして Excellence の頭文字をとったものです。 
・研修者のニーズやスタイルに合わせ、指導者と研修者がともにカリキュラムを考える。 
・形式だけの研修ではなく、研修のアウトカムを重視する。 
・個々人の多様性に合わせ、ヴァリエーションに富んだ研修を工夫する。 
・診療のあらゆる面で Clinical Excellence を継続的に追求する。 
 
「LOVE」というキーワードは、研修者と指導者が共に歩み、それぞれの研修医のよりよい研修を考え続けてきた、亀田の後期研
修の歴史を象徴しています。 
 
皆さんはひとりひとり、個性も強みも適性も異なり、将来めざす医師像も異なっています。また、社会において必要とされる医師像
も多様です。当院の内科専門医研修では、幅広く総合的な内科診療能力を高いレベルで修得するのはもちろん、皆さんの個性
や強みを伸ばすことを目標とし、一緒になって取り組んでいきたいと思います。 
 
※ 猶予期間を利用し、以下の県外施設で研修を行う可能性があります。 
国立循環器病研究センター、南相馬市立総合病院、森の里病院 

（注意事項） 
 実際の勤務先等はその時点での診療科の事情や猶予期間（妊娠・出産・育児・介護等、学位取得や留学等）等

の影響を受けるため、上記の内容と異なる場合があります。 
 診療科別コースを選択した上で、診療科別コース管理者との相談等を通じて個別の事情を考慮したキャリア形成

プランを作成します（旧プログラム選択者についてもこの例を参考にキャリア形成プランを作成します）。 

診療科（基本領域） 内科－腎臓内科 

キ ャ リ ア 形 成 支 援 機 関 医療法人鉄蕉会 亀田総合病院 

診 療 科 別 コ ー ス 管 理 者 
所 属  職  氏 名  

亀田総合病院  卒後研修センター長 
片多 史明 

問合せ先 
亀田総合病院 卒後研修センター 

kouki-kenshu@kameda.jp 

コースの特長 

・ひとりひとりのキャリアプランを尊重し、研修中のライフイベントに
も柔軟に対応する、自由度の高い個別プログラムです。 
・身分保障がしっかりしており、安心して研修に専念できます。 
・充実した指導体制のもとで、向上心に溢れた多くの同期（自科・
他科）とともに、楽しみながら知識・技術の研鑽が可能です。 

B＊ A＊

７年目 ８年目

専門研修 （内科）

基幹 基幹 連携

３年目 ４年目 ５年目 ９年目６年目

Ａ、B
勤務先
病院※

状況

臨床研修病院群

臨床研修

1年目 ２年目
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                            亀田総合病院―内科―膠原病内科 

  
 

診療科別コース 
１ 概要 

 

２ 取得可能な資格、知識、経験等 
取得可能な資格、知識、経験等 備考（標準的な取得時期等） 

内科専門医 医師免許取得後６年目 
リウマチ専門医 医師免許取得後７年目 
医学博士 医師免許取得後９年目 

（県外の大学院の場合、猶予期間を利用） 
  
  

 

３ キャリアパスのイメージ（想定就業例であり将来的な配置を約束するものではありません） 
 
 
 
 
 
 
※勤務先病院： 臨床研修病院群…キャリア形成プログラム【新プログラム】に定める県内の臨床研修病院 

Ａ…地域Ａ群、Ｂ…地域Ｂ群、Ｃ…県内病院群、猶予…県外での勤務等による猶予 
＊:3〜4 年間，大学院にて医学研究を行い，博士号取得 

 

４ 勤務が想定される医療機関（将来的な配置を約束するものではありません） 
地域Ａ群 地域Ｂ群 県内病院群 

さんむ医療センター 
東陽病院 
千葉県立佐原病院 
国保多古中央病院 
東庄町国民健康保険 東庄病院 
銚子市立病院 
国保匝瑳市民病院 
大網白里市立国保大網病院 
公立長生病院 
鋸南町国民健康保険鋸南病院 
南房総市立富山国保病院 
鴨川市立国保病院 
国保直営君津中央病院大佐和分院 

亀田総合病院 
国立がん研究センター東病院 
安房地域医療センター 
 

 

 

５ 診療科別コース管理者からのメッセージ 
亀田総合病院の後期研修プログラムは、「LOVE」というキーワードのもとで行われてきました。 
 
「LOVE」は、Learner-centered、Outcome-based、Variation、そして Excellence の頭文字をとったものです。 
・研修者のニーズやスタイルに合わせ、指導者と研修者がともにカリキュラムを考える。 
・形式だけの研修ではなく、研修のアウトカムを重視する。 
・個々人の多様性に合わせ、ヴァリエーションに富んだ研修を工夫する。 
・診療のあらゆる面で Clinical Excellence を継続的に追求する。 
 
「LOVE」というキーワードは、研修者と指導者が共に歩み、それぞれの研修医のよりよい研修を考え続けてきた、亀田の後期研
修の歴史を象徴しています。 
 
皆さんはひとりひとり、個性も強みも適性も異なり、将来めざす医師像も異なっています。また、社会において必要とされる医師像
も多様です。当院の内科専門医研修では、幅広く総合的な内科診療能力を高いレベルで修得するのはもちろん、皆さんの個性
や強みを伸ばすことを目標とし、一緒になって取り組んでいきたいと思います。 
 
※ 猶予期間を利用し、以下の県外施設で研修を行う可能性があります。 
国立循環器病研究センター、南相馬市立総合病院、森の里病院 

（注意事項） 
 実際の勤務先等はその時点での診療科の事情や猶予期間（妊娠・出産・育児・介護等、学位取得や留学等）等

の影響を受けるため、上記の内容と異なる場合があります。 
 診療科別コースを選択した上で、診療科別コース管理者との相談等を通じて個別の事情を考慮したキャリア形成

プランを作成します（旧プログラム選択者についてもこの例を参考にキャリア形成プランを作成します）。 

診療科（基本領域） 内科－膠原病内科 

キ ャ リ ア 形 成 支 援 機 関 医療法人鉄蕉会 亀田総合病院 

診 療 科 別 コ ー ス 管 理 者 
所 属  職  氏 名  

亀田総合病院  卒後研修センター長 
片多 史明 

問合せ先 
亀田総合病院 卒後研修センター 

kouki-kenshu@kameda.jp 

コースの特長 

・ひとりひとりのキャリアプランを尊重し、研修中のライフイベントに
も柔軟に対応する、自由度の高い個別プログラムです。 
・身分保障がしっかりしており、安心して研修に専念できます。 
・充実した指導体制のもとで、向上心に溢れた多くの同期（自科・
他科）とともに、楽しみながら知識・技術の研鑽が可能です。 

B＊ A＊

７年目 ８年目

専門研修 （内科）

基幹 基幹 連携

３年目 ４年目 ５年目 ９年目６年目

Ａ、B
勤務先
病院※

状況

臨床研修病院群

臨床研修

1年目 ２年目
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                              亀田総合病院―内科―感染症科 

  
 

診療科別コース 
１ 概要 

 

２ 取得可能な資格、知識、経験等 
取得可能な資格、知識、経験等 備考（標準的な取得時期等） 

内科専門医 医師免許取得後６年目 
感染症専門医 医師免許取得後９年目 
ＩＣＤ制度協議会認定ＩＣＤ 医師免許取得後６年目 
医学博士 医師免許取得後９年目 

（県外の大学院の場合、猶予期間を利用） 
  

 

３ キャリアパスのイメージ（想定就業例であり将来的な配置を約束するものではありません） 
 
 
 
 
 
 
※勤務先病院： 臨床研修病院群…キャリア形成プログラム【新プログラム】に定める県内の臨床研修病院 

Ａ…地域Ａ群、Ｂ…地域Ｂ群、Ｃ…県内病院群、猶予…県外での勤務等による猶予 
＊:3〜4 年間，大学院にて医学研究を行い，博士号取得 
＃…医師免許取得後 6-8 年目は感染症フェローシップ研修、その後 9・10 年目で A 群病院に勤務する。 
そのため 6 年目は猶予期間を利用し、6-8 年目は亀田総合病院感染症フェローシッププログラムで研修を行う。 

 

４ 勤務が想定される医療機関（将来的な配置を約束するものでありません） 
地域Ａ群 地域Ｂ群 県内病院群 

さんむ医療センター 
東陽病院 
千葉県立佐原病院 
国保多古中央病院 
東庄町国民健康保険 東庄病院 
銚子市立病院 
国保匝瑳市民病院 
大網白里市立国保大網病院 
公立長生病院 
鋸南町国民健康保険鋸南病院 
南房総市立富山国保病院 
鴨川市立国保病院 
国保直営君津中央病院大佐和分院 

亀田総合病院 
国立がん研究センター東病院 
安房地域医療センター 
 

 
 
 

 

５ 診療科別コース管理者からのメッセージ 
亀田総合病院の後期研修プログラムは、「LOVE」というキーワードのもとで行われてきました。 
 
「LOVE」は、Learner-centered、Outcome-based、Variation、そして Excellence の頭文字をとったものです。 
・研修者のニーズやスタイルに合わせ、指導者と研修者がともにカリキュラムを考える。 
・形式だけの研修ではなく、研修のアウトカムを重視する。 
・個々人の多様性に合わせ、ヴァリエーションに富んだ研修を工夫する。 
・診療のあらゆる面で Clinical Excellence を継続的に追求する。 
 
「LOVE」というキーワードは、研修者と指導者が共に歩み、それぞれの研修医のよりよい研修を考え続けてきた、亀田の後期研
修の歴史を象徴しています。 
 
皆さんはひとりひとり、個性も強みも適性も異なり、将来めざす医師像も異なっています。また、社会において必要とされる医師像
も多様です。当院の内科専門医研修では、幅広く総合的な内科診療能力を高いレベルで修得するのはもちろん、皆さんの個性
や強みを伸ばすことを目標とし、一緒になって取り組んでいきたいと思います。 
 
※ 猶予期間を利用し、以下の県外施設で研修を行う可能性があります 
国立循環器病研究センター、南相馬市立総合病院、森の里病院 

（注意事項） 
 実際の勤務先等はその時点での診療科の事情や猶予期間（妊娠・出産・育児・介護等、学位取得や留学等）等

の影響を受けるため、上記の内容と異なる場合があります。 
 診療科別コースを選択した上で、診療科別コース管理者との相談等を通じて個別の事情を考慮したキャリア形成

プランを作成します（旧プログラム選択者についてもこの例を参考にキャリア形成プランを作成します）。 

診療科（基本領域） 内科－感染症科 

キ ャ リ ア 形 成 支 援 機 関 医療法人鉄蕉会 亀田総合病院 

診 療 科 別 コ ー ス 管 理 者 
所 属  職  氏 名  

亀田総合病院  卒後研修センター長 
片多 史明 

問合せ先 
亀田総合病院 卒後研修センター 

kouki-kenshu@kameda.jp 

コースの特長 

・ひとりひとりのキャリアプランを尊重し、研修中のライフイベントに
も柔軟に対応する、自由度の高い個別プログラムです。 
・身分保障がしっかりしており、安心して研修に専念できます。 
・充実した指導体制のもとで、向上心に溢れた多くの同期（自科・
他科）とともに、楽しみながら知識・技術の研鑽が可能です。 

３年目 ４年目 ５年目

勤務先
病院※

状況

臨床研修病院群

臨床研修

1年目 ２年目

Ａ、B

専門研修 （内科）

基幹 基幹 連携

10年目

A＊

７年目 ８年目 ９年目

B＊ ＃

６年目

猶予
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帝京大学ちば総合医療センター―内科   

  
 

診療科別コース 
１ 概要 

 
２ 取得可能な資格、知識、経験等 

取得可能な資格、知識、経験等 備考（標準的な取得時期等） 
内科専門医 医師免許取得後６年目 
医学博士 医師免許取得後６年目 
循環器専門医 医師免許取得後７年目以降 
日本心血管インターベンション学会専門医 医師免許取得後７年目以降 
消化器病専門医 医師免許取得後７年目以降 
消化器内視鏡専門医 医師免許取得後７年目以降 
肝臓専門医 医師免許取得後７年目以降 
超音波専門医 医師免許取得後７年目以降 
呼吸器専門医 医師免許取得後７年目以降 
内分泌代謝科専門医 医師免許取得後７年目以降 
糖尿病専門医 医師免許取得後７年目以降 
甲状腺学会専門医 医師免許取得後７年目以降 
血液専門医 医師免許取得後７年目以降 
リウマチ専門医 医師免許取得後７年目以降 
神経内科専門医 医師免許取得後７年目以降 
脳卒中専門医 医師免許取得後７年目以降 
日本脳波・筋電図学会専門医 医師免許取得後７年目以降 
腎臓専門医 医師免許取得後７年目以降 
透析専門医 医師免許取得後７年目以降 
高血圧専門医 医師免許取得後７年目以降 

 
３ キャリアパスのイメージ（想定就業例であり将来的な配置を約束するものではありません） 
 
 
 
  
 
※勤務先病院： 臨床研修病院群…キャリア形成プログラム【新プログラム】に定める県内の臨床研修病院 

Ａ…地域Ａ群、Ｂ…地域Ｂ群、Ｃ…県内病院群、猶予…県外での勤務等による猶予 
＊:3〜4 年間，大学院にて医学研究を行い，博士号取得 

 
４ 勤務が想定される医療機関（将来的な配置を約束するものではありません） 

地域Ａ群 地域Ｂ群 県内病院群 
千葉県循環器病センター 
千葉県立佐原病院 
山之内病院 
塩田記念病院 
塩田病院 

帝京大学ちば総合医療センター 
船橋市立医療センター 
総合病院国保旭中央病院 
国保直営総合病院君津中央病院 
東京女子医科大学附属八千代医療センター 
東邦大学医療センター佐倉病院 
成田赤十字病院 
亀田総合病院 
千葉労災病院 
千葉徳洲会病院 
船橋二和病院 
東京ベイ・浦安市川医療センター 
小張総合病院 
成田病院 
聖隷佐倉市民病院 
五井病院 
鎗田病院 
我孫子聖仁会病院 

 
 

 
５ 診療科別コース管理者からのメッセージ 

当施設内科研修の特徴は 3 点に集約されます。 
① 症例豊富であると同時に、各専門領域の指導医が揃っているため、on-the-job learning に最適である。 
② プログラムに柔軟性があり、サブスペシャリティの研鑽にも配慮されている。 
③ 専攻医研修と同時に、医学博士号の最速取得が可能である。 
さらに、当施設内科は県内の関連病院が豊富であり、地域 A,、B を含め極めて幅広い研修が可能です。 
正直、多忙な研修となるであろうことは否定しませんが、開業・県内の中核機関での勤務・臨床ないし基礎研究者・地域保健行政
の実施者といった、医師としてのあらゆるキャリアパスに対応しうる研修です。 

（注意事項） 
 実際の勤務先等はその時点での診療科の事情や猶予期間（妊娠・出産・育児・介護等、学位取得や留学等）等

の影響を受けるため、上記の内容と異なる場合があります。 
 診療科別コースを選択した上で、診療科別コース管理者との相談等を通じて個別の事情を考慮したキャリア形成

プランを作成します（旧プログラム選択者についてもこの例を参考にキャリア形成プランを作成します）。 

診療科（基本領域） 内科 

キ ャ リ ア 形 成 支 援 機 関 帝京大学ちば総合医療センター 

診 療 科 別 コ ー ス 管 理 者 
所 属  職  氏 名  

内科 
教授 寺脇博之（管理者）・教授 中村文隆（責任者） 

問合せ先 
0436-62-1211 

terawaki@med.teikyo-u.ac.jp 

コースの特長 

幅広い医療機関から就業先を選択可能 
多数の症例経験と臨床手技の習得が可能 
大学院での医学研究を並行することにより研修期間内に医学
博士号を取得することが可能 

B ＊
勤 務 先

病 院 ※

状 況

臨 床 研 修 病 院 群

臨 床 研 修
基 幹 基 幹 連 携

専 門 研 修 （内 科 ）

1年 目 ２年 目 ３年 目 ４年 目 ５年 目 ９年 目６年 目

B  AA B

７年 目 ８年 目
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　　　　　診療科別コース一覧【小児科】 

 

 

⃝ キャリア形成支援機関及び診療科別コース 

各診療科別コースは新プログラム向けに策定されています。旧プログラム選択者につ

いては、新プログラム向けの診療科別コースを参考にキャリア形成プランを作成します。 

 

成田赤十字病院 

 小児科・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２０ 

 

医療法人鉄蕉会 亀田総合病院 

小児科・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２１ 
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成田赤十字病院―小児科   

  
 

診療科別コース 
１ 概要 

 

２ 取得可能な資格、知識、経験等 
取得可能な資格、知識、経験等 備考（標準的な取得時期等） 

小児科専門医 医師免許取得後６年目 
血液専門医 医師免許取得後９年目 
小児血液がん専門医 医師免許取得後９年目 
周産期専門医（新生児） 医師免許取得後９年目 
  

 

３ キャリアパスのイメージ（想定就業例であり将来的な配置を約束するものではありません） 
 
 
 
 
 
 
 
※勤務先病院： 

 
臨床研修病院群…キャリア形成プログラム【新プログラム】に定める県内の臨床研修病院 
Ａ…地域Ａ群、Ｂ…地域Ｂ群、Ｃ…県内病院群、猶予…県外での勤務等による猶予 

 

４ 勤務が想定される医療機関（将来的な配置を約束するものではありません） 
地域Ａ群 地域Ｂ群 県内病院群 

国保多古中央病院 
公立長生病院  
東千葉メディカルセンター  
千葉県循環器病センター 

東京女子医科大学付属八千代医療センター 
国立病院機構下志津病院 
帝京大学ちば総合医療センター 
松戸市立総合医療センター 
成田赤十字病院 

千葉市立海浜病院 

 

５ 診療科別コース管理者からのメッセージ 
当院の小児科専門医プログラムで 3 年間（3～5 年目）、小児科一般、新生児の研修を通して、総合医としての小児
科専門医を目指し、かつサブスペシャリティにつながる研修ができます。後期 4 年間では、地域医療、プライマリケ
アを研修すると同時にサブスペシャリティを深める研修ができます。 

 

（注意事項） 
 実際の勤務先等はその時点での診療科の事情や猶予期間（妊娠・出産・育児・介護等、学位取得や留学等）等

の影響を受けるため、上記の内容と異なる場合があります。 
 診療科別コースを選択した上で、診療科別コース管理者との相談等を通じて個別の事情を考慮したキャリア形成

プランを作成します（旧プログラム選択者についてもこの例を参考にキャリア形成プランを作成します）。 

 

診療科（基本領域） 小児科 

キ ャ リ ア 形 成 支 援 機 関 成田赤十字病院 

診 療 科 別 コ ー ス 管 理 者 
所 属  職  氏 名  

第一小児科部長 
五十嵐 俊次 

問合せ先 shun2@cd5.so-net.ne.jp 

コースの特長 
小児の一般疾患から、重症疾患まで万遍なく経験できる。  
小児救急医療を十分に経験できる。   
 

９年目６年目

B A

1年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目

連携 基幹

専門研修（内科）

A B

７年目 ８年目

勤務先

病院※

状況

臨床研修病院群 B

臨床研修
基幹
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                                    亀田総合病院―小児科 

  
 

診療科別コース 
１ 概要 

 

２ 取得可能な資格、知識、経験等 
取得可能な資格、知識、経験等 備考（標準的な取得時期等） 

小児科専門医 医師免許取得後６年目 
周産期専門医（新生児） 医師免許取得後９年目 
小児神経専門医 医師免許取得後９年目 
医学博士 医師免許取得後９年目 

（県外の大学院の場合、猶予期間を利用） 

 

３ キャリアパスのイメージ（想定就業例であり将来的な配置を約束するものではありません） 
 
 
 
 
 
 
 
※勤務先病院： 臨床研修病院群…キャリア形成プログラム【新プログラム】に定める県内の臨床研修病院 

Ａ…地域Ａ群、Ｂ…地域Ｂ群、Ｃ…県内病院群、猶予…県外での勤務等による猶予 
＊:3〜4 年間，大学院にて医学研究を行い，博士号取得 

 

４ 勤務が想定される医療機関（将来的な配置を約束するものでありません） 
地域Ａ群 地域Ｂ群 県内病院群 

国保多古中央病院 亀田総合病院 
安房地域医療センター 

 
 

 

５ 診療科別コース管理者からのメッセージ 
亀田総合病院小児科は、房総半島の南 2/3 を医療圏とし、一般外来・専門外来・一般入院診療の他に、救命救急
センターにおいて 1 次から 3 次までの小児救急医療を行っています。また、千葉県で初の総合周産期母子医療セ
ンターとなった新生児集中治療室（NICU）では、県内外から高度医療を必要とする新生児を受け入れています。 
 
家庭医養成プログラム、内科小児科プログラムなど、他領域をも含め小児科専門研修を行うシニアレジデントの存在
や、常駐する外国人指導医との定期的カンファレンスなどもみなさんにとって貴重な経験となるでしょう。周辺地域に
は小児科専門医によるプライマリ・ケア施設が少なく、かつ入院可能施設がわずかなためあらゆる疾患に対応する
必要があります。 
 
急性疾患から慢性疾患、新生児期から思春期に至るまで、さらに発達障害の診療にも力を入れており、すべての領
域にわたり、もれなく研修できます。経験豊かな小児科指導医がそろう当科において、南房総地域の小児医療がさ
らに充実するようともに働きませんか。 
 
※ 猶予期間を利用し、以下の県外施設で研修を行う可能性があります。 
静岡県立こども病院、神奈川県立こども医療センター、株式会社麻生飯塚病院、東邦大学医療センター大森病院、 
昭和大学病院、昭和大学藤が丘病院、昭和大学横浜市北部病院、昭和大学江東豊洲病院 

（注意事項） 
 実際の勤務先等はその時点での診療科の事情や猶予期間（妊娠・出産・育児・介護等、学位取得や留学等）等

の影響を受けるため、上記の内容と異なる場合があります。 
 診療科別コースを選択した上で、診療科別コース管理者との相談等を通じて個別の事情を考慮したキャリア形成

プランを作成します（旧プログラム選択者についてもこの例を参考にキャリア形成プランを作成します）。 

診療科（基本領域） 小児科 

キ ャ リ ア 形 成 支 援 機 関 医療法人鉄蕉会 亀田総合病院 

診 療 科 別 コ ー ス 管 理 者 
所 属  職  氏 名  

亀田総合病院  小児科部長 
  河村 誠次 

問合せ先 
亀田総合病院 卒後研修センター 

kouki-kenshu@kameda.jp 

コースの特長 

・ひとりひとりのキャリアプランを尊重し、研修中のライフイベントに
も柔軟に対応する、自由度の高い個別プログラムです。 
・身分保障がしっかりしており、安心して研修に専念できます。 
・充実した指導体制のもとで、向上心に溢れた多くの同期（自科・
他科）とともに、楽しみながら知識・技術の研鑽が可能です。 

B B＊ A＊

７年目 ８年目

専門研修 （小児科）

基幹 基幹 連携

３年目 ４年目 ５年目 ９年目６年目

勤務先
病院※

状況

臨床研修病院群

臨床研修

1年目 ２年目
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　　　　　診療科別コース一覧【皮膚科】 

 

 

⃝ キャリア形成支援機関及び診療科別コース 

各診療科別コースは新プログラム向けに策定されています。旧プログラム選択者につ

いては、新プログラム向けの診療科別コースを参考にキャリア形成プランを作成します。 

 

東邦大学医療センター佐倉病院 

 皮膚科・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２３ 
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東邦大学医療センター佐倉病院―皮膚科   

  
 

診療科別コース 
１ 概要 

 

２ 取得可能な資格、知識、経験等 
取得可能な資格、知識、経験等 備考（標準的な取得時期等） 

皮膚科専門医 医師免許取得後８年目 
アレルギー専門医 医師免許取得後８年目以降 
医学博士 医師免許取得後８年目以降 
  
  

 

３ キャリアパスのイメージ（想定就業例であり将来的な配置を約束するものではありません） 
 
 
 
 
 
 
※勤務先病院： 臨床研修病院群…キャリア形成プログラム【新プログラム】に定める県内の臨床研修病院 

Ａ…地域Ａ群、Ｂ…地域Ｂ群、Ｃ…県内病院群、猶予…県外での勤務等による猶予 

 

４ 勤務が想定される医療機関（将来的な配置を約束するものではありません） 
地域Ａ群 地域Ｂ群 県内病院群 

公立長生病院 東邦大学医療センター佐倉病院 
亀田総合病院 
 

 

 

５ 診療科別コース管理者からのメッセージ 
・地域の皮膚改良の拠点病院として機能し、病診連携を重視し多数の症例を経験することができる。 
・専門外来として、乾癬外来、アレルギー・膠原病外来、ダーモコープ外来、フットケア外来などを設けており、 
 豊富な経験を積むことができる。 
・原則として１～２年目および５年目に基幹病院である当院で研修を行うが、その間は研修の継続や 
社会人大学院へ入学、連携施設での研修など、専攻医の希望に沿った研修を行う。 

・研究の面でも、院内の実験設備を用いた独自の研究や連携施設との共同研究を行い、乾癬の病態に関わる 
因子の同定や膠原病皮膚病変発症機序の解析、薬疹の診断法などの研究も行っている。 

 
 

 

（注意事項） 
 実際の勤務先等はその時点での診療科の事情や猶予期間（妊娠・出産・育児・介護等、学位取得や留学等）等

の影響を受けるため、上記の内容と異なる場合があります。 
 診療科別コースを選択した上で、診療科別コース管理者との相談等を通じて個別の事情を考慮したキャリア形成

プランを作成します（旧プログラム選択者についてもこの例を参考にキャリア形成プランを作成します）。 

 

診療科（基本領域） 皮膚科 

キ ャ リ ア 形 成 支 援 機 関 東邦大学医療センター佐倉病院 

診 療 科 別 コ ー ス 管 理 者 
所 属  職  氏 名  

東邦大学医療センター佐倉病院 皮膚科 
診療科責任者 教授 樋口 哲也 

問合せ先 043-462-8811 

コースの特長 ・日本アレルギー学会認定アレルギー専門医の取得も可能。 
・希望により、大学院生として医学博士の学位も取得可。 

６年目

専門研修（皮膚科）

連携 基幹

A BB A

1年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目

基幹 連携

B B

７年目 ８年目 ９年目

勤務先

病院※

状況

臨床研修病院群 B

臨床研修
基幹

23


